
JP 2019-513678 A5 2020.3.26

10

20

30

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】令和2年3月26日(2020.3.26)

【公表番号】特表2019-513678(P2019-513678A)
【公表日】令和1年5月30日(2019.5.30)
【年通号数】公開・登録公報2019-020
【出願番号】特願2018-552876(P2018-552876)
【国際特許分類】
   Ｃ０１Ｂ  32/174    (2017.01)
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   Ｂ０１Ｊ  37/10     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  31/06     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  35/02     (2006.01)
   Ｃ０９Ｃ   1/44     (2006.01)
   Ｃ０９Ｃ   3/06     (2006.01)
   Ｃ０９Ｃ   3/08     (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｃ０１Ｂ   32/174    ＺＮＭ　
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   Ｃ０８Ｌ   21/00     　　　　
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   Ｂ０１Ｊ   21/18     　　　Ｍ
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   Ｂ０１Ｊ   37/10     　　　　
   Ｂ０１Ｊ   31/06     　　　Ｍ
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   Ｃ０９Ｃ    1/44     　　　　
   Ｃ０９Ｃ    3/06     　　　　
   Ｃ０９Ｃ    3/08     　　　　
   Ｂ８２Ｙ   30/00     　　　　
   Ｂ８２Ｙ   40/00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年2月10日(2020.2.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の離散カーボンナノチューブを含む組成物であって、前記離散カーボンナノチュー
ブが内部側壁表面および外部側壁表面を含み、前記内部側壁表面が内部表面酸化種含量を
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含み、前記外部側壁表面が外部表面酸化種含量を含み、前記内部表面酸化種含量は、カー
ボンナノチューブの重量に対して少なくとも０．０１重量％であり、前記内部表面酸化種
含量と前記外部表面酸化種含量との間に、少なくとも２０％の差がある、前記組成物。
【請求項２】
　前記複数の離散カーボンナノチューブが、複数の開口チューブを含む、請求項１に記載
の組成物。
【請求項３】
　前記内部表面酸化種含量が、前記外部表面酸化種含量より小さい、請求項１に記載の組
成物。
【請求項４】
　前記内部表面酸化種含量が、カーボンナノチューブの重量に対して最大３重量％である
、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　前記外部表面酸化種含量が、カーボンナノチューブの重量に対して１～６重量％である
、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　前記内部表面酸化種含量および前記外部表面酸化種含量の合計が、カーボンナノチュー
ブの重量に対して１～９重量％である、請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
　前記酸化種が、カルボン酸、フェノール、アルデヒド、ケトン、エーテル結合、および
これらの組み合わせからなる群から選択される、請求項１に記載の組成物。
【請求項８】
　前記内部表面および前記外部表面の合計の酸化種含量が、前記カーボンナノチューブの
１～１５重量％を構成する、請求項１に記載の組成物。
【請求項９】
　自由流動粒子の形態をとる請求項１に記載の組成物。
【請求項１０】
　少なくとも１種のゴムとさらに混合される請求項１に記載の組成物。
【請求項１１】
　少なくとも１種の熱可塑性ポリマー、少なくとも１種の熱可塑性エラストマー、または
これらの組み合わせをさらに含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項１２】
　エポキシ、ポリウレタン、およびこれらの組み合わせからなる群から選択される少なく
とも１種の熱硬化性ポリマーをさらに含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項１３】
　複数の離散カーボンナノチューブを含む組成物を製造する方法であって、
　前記離散カーボンナノチューブが内部側壁表面および外部側壁表面を含み、前記内部側
壁表面が内部表面酸化種含量を含み、前記外部側壁表面が外部表面酸化種含量を含み、前
記内部表面酸化種含量は、カーボンナノチューブの重量に対して少なくとも０．０１重量
％であり、前記内部表面酸化種含量と前記外部表面酸化種含量との間に、少なくとも２０
％の差があり、
　前記方法は、
　　ａ）１０～５００の平均アスペクト比および１～１５重量％の酸化種含量総レベルを
有する複数の離散カーボンナノチューブを選択するステップと、
　　ｂ）水性媒体中に前記離散カーボンナノチューブを１重量％～１０重量％のナノチュ
ーブ濃度で懸濁させて、水性媒体／ナノチューブスラリーを形成するステップと、
　　ｃ）前記カーボンナノチューブが前記水性媒体から可塑剤に移動するのに十分な時間
にわたり、３０℃～１００℃の温度で、前記カーボンナノチューブ／水性媒体スラリーを
少なくとも１種の可塑剤と混合して、湿潤ナノチューブ／可塑剤混合物を形成するステッ
プと、



(3) JP 2019-513678 A5 2020.3.26

　　ｄ）前記湿潤カーボンナノチューブ／可塑剤混合物から前記水性媒体を分離して、乾
燥ナノチューブ／可塑剤混合物を形成するステップと、
　　ｅ）４０℃～１２０℃で乾燥させることにより、前記乾燥ナノチューブ／可塑剤混合
物から残留水性媒体を除去して、無水ナノチューブ／可塑剤混合物を形成するステップと
を含む、前記方法。
 


	header
	written-amendment

